
神
漢
連
は
二
〇
一
四
年
十
月
か
ら
新
体
制
で
進

む
こ
と
に
な
っ
た
。
事
務
局
長
が
桜
庭
慎
吾
さ
ん
か

ら
三
村
公
二
さ
ん
に
変
わ
り
、
新
し
い
執
行
理
事
に

飯
島
敏
雄
、
川
上
修
己
、
中
島
龍
一
、
高
津
有
二
、

三
村
公
二
、
室
橋
幸
子
、
吉
岡
昭
夫
の
み
な
さ
ん
、

新
運
営
委
員
に
池
上
一
利
、
礒
邉
邦
雄
、
喜
多 

基
、

瀧
川
智
志
、
中
島
義
和
（
柴
田 

洋
さ
ん
は
ひ
き
つ
づ

き
）
の
み
な
さ
ん
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
く
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
心
強
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。
故
・
中

山
清
前
会
長
が
始
め
た
漢
詩
初
心
者
入
門
講
座
か

ら
育
っ
た
い
わ
ば

第
二
世
代
が
、
い

よ
い
よ
実
力
を
発

揮
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
中
山
さ
ん

も
む
こ
う
で
ニ
ン

マ
リ
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
同
時
に
上
級
シ
ニ
ア
の
漢
詩
実
力
者
を
「
竹

林
舎
」
の
舎
友
と
し
て
執
行
理
事
会
に
助
言
を
お
願

い
し
た
り
、
輪
読
会
、
鑑
賞
会
を
リ
ー
ド
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。
飯
沼
一
之
、
酒
井
謙
太
郎
、
桜
庭

慎
吾
、
城
田
六
郎
、
住
田
笛
雄
、
古
田
光
子
、
玉
井
幸

久
の
み
な
さ
ん
が
そ
の
第
一
次
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
新
体
制
の
も
と
、
二
年
後
の
神
漢
連

創
立
十
周
年
記
念
の
行
事
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

「
漢
詩
で
遊
ぶ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン

ド
で
、
た
と
え
ば
横
浜
市
や
神
奈
川
新
聞
、
Ｆ
Ｍ
横

浜
、
有
隣
堂
・
・
・
な
ど
と
手
を
組
ん
で
新
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
作
っ
て
み
た
い
。
と
か
く
漢
詩
界
は
内
向
き

に
な
り
が
ち
な
の
で
、
も
っ
と
外
向
き
に
な
っ
て
、

外
の
組
織
と
共
同
で
仕
事
を
し
た
い
も
の
だ
。
さ
ら

に
〝
開
か
れ
た
漢
詩
連
盟
〟
と
な
る
た
め
に
、
み
ん

な
で
チ
エ
を
出
し
あ
い
た
い
、
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
六
年

十
月
一
日
を
も
っ

て
事
務
局
長
職
を

執
行
理
事
の
三
村

公
二
さ
ん
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
い
た
し

ま
し
た
。
田
原
健

一
初
代
事
務
局
長
の
後
を
承
け
、
三
年
間
の
在
任
期

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
会
員
各
位
の
ご
支
持
を
賜

り
、
県
連
の
構
造
の
強
化
に
微
力
を
注
ぐ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
会
員
並
び
に
役
員
各
位
の
ご
支
持
と
連

携
の
お
蔭
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
岡
崎
会
長
を
支
え
る
体
制
と
し
て
田
原
・

水
城
両
副
会
長
及
び
三
村
新
事
務
局
長
ほ
か
各
役

員
に
対
し
て
ご
支
持
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

退
任
に
あ
た
り
蕪
詩
一
首
を
草
し
ま
し
た
。

　
有
感
神
奈
川
県
連
創
立
九
周
年    

在
州

金
港
結
盟
垂
九
年　

金
港
に
盟
を
結
び　

九
年
に
垂
と
す

研
鑚
鷗
鷺
賦
詩
新　

研
鑚
の
鴎
鷺　

詩
を
賦
し
て
新
た
な
り

吟
心
啓
發
存
何
物　

吟
心
の
啓
発
に
何
物
か
存
す

薫
育
後
生
斯
道
伸　

後
生
を
薫
育
す
れ
ば
斯
道
伸
び
ん
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新
体
制
で「
10
周
年
」を
目
指
そ
う

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
会
長
　
岡
崎 

満
義

神
漢
連
の
事
務
局
長
の
退
任
に

あ
た
っ
て�

執
行
理
事　

桜
庭 

慎
吾
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転
句
は
杜
甫
の
「
解
悶
」
の
七
絶
の
「
陶
冶
性
霊
存

底
物
」
―
性
霊
（
精
神
）
を
陶
冶
す
る
底
（
な
に
）
物
か

存
す
―
か
ら
も
ら
い
ま
し
た
。
即
ち
詩
を
作
る
こ

と
は
心
神
（
こ
こ
ろ
）
を
啓
発
す
る
う
え
で
何
物
か

（
尊
い
も
の
）
が
あ
る
。
こ
の
気
持
を
も
っ
て
後
生
の

薫
育
に
あ
た
れ
ば
斯
の
（
漢
詩
の
）
道
は
ま
す
ま
す

伸
展
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
退
任
に
あ
た
っ
て
い
さ

さ
か
気
持
を
述
べ
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年

五
月
の
総
会
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
、

七
人
の
新
任
執
行

理
事
の
中
か
ら
新

事
務
局
長
候
補
を

選
ぶ
よ
う
に
と
言

わ
れ
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
ら
と
い
う
他
の
六
人
の
後
押

し
が
あ
っ
て
十
月
一
日
よ
り
事
務
局
長
に
就
任
し
た
。

漢
詩
の
世
界
に
あ
っ
て
は
文
武
両
道
が
事
務
局

長
に
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
と
い
う
の
が
私
の
基

本
認
識
で
あ
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
も
不
十
分
な
私
が

大
役
を
無
事
務
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
い
さ
さ
か
不

安
で
あ
る
。
し
か
し
、
俵
に
足
が
か
か
っ
て
か
ら
強

い
の
が
私
の
持
ち
味
だ
か
ら
、
諸
先
輩
方
の
お
力
を

お
借
り
し
て
、
会
員
の
皆
様
方
の
信
任
が
得
ら
れ
る

よ
う
謙
虚
に
頑
張
れ
ば
、
例
え
若
造
で
あ
っ
て
も
、

ど
ち
ら
も
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
今
は
楽
観
的
に

考
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

今
後
は
、
前
事
務
局
長
の
敷
か
れ
た
路
線
に
沿
っ

て
、
仕
事
の
役
割
分
担
を
よ
り
明
確
に
し
た
組
織
運

営
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一 
、
執
行
理
事
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
組
織
的

運
営
を
心
が
け
る
。（
以
下
敬
称
略
）

・
総
務
・
企
画
グ
ル
ー
プ

（
会
員
管
理
、
総
会
、
理
事
会
）

　
　
　

リ
ー
ダ
ー　

室
橋
幸
子

　
　
　

サ
ブ　
　
　

吉
岡
昭
夫

　

・
教
育
グ
ル
ー
プ（
入
門
講
座
・
研
修
会
等
）

　
　
　

リ
ー
ダ
ー　

中
島
龍
一

　

・
事
業
グ
ル
ー
プ（
バ
ト
ル
甲
子
園
、
吟
行
会
等
）

　
　
　

リ
ー
ダ
ー　

高
津
有
二

　

・
会
報
グ
ル
ー
プ（
漢
詩
神
奈
川
編
集
・
発
行
）

　
　
　

リ
ー
ダ
ー　

川
上
修
己

　

・
Ｈ
Ｐ
グ
ル
ー
プ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
編
集
）

　
　
　

リ
ー
ダ
ー　

三
上
光
敏

　
　
　

サ
ブ　
　
　

飯
島
敏
雄

　

・
経
理
グ
ル
ー
プ（
予
算
・
決
算
）

　
　
　

リ
ー
ダ
ー　

吉
岡
昭
夫

二 

、
詩
力
が
高
く
、
漢
詩
に
造
詣
が
深
い
上
級
シ
ニ

ア
会
員
の
皆
様
方
か
ら
な
る
「
竹
林
舎
」
を
新
設

し
、
執
行
部
隊
へ
の
助
言
と
若
い
会
員
の
教
育
を

自
由
な
立
場
か
ら
適
宜
実
施
し
て
い
た
だ
く
。

　

・
舎
友（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

　
　
　

飯
沼
一
之
、
酒
井
謙
太
郎
、
桜
庭
慎
吾
、

　
　
　

城
田
六
郎
、
住
田
笛
雄
、
玉
井
幸
久
、

　
　
　

古
田
光
子

　
　
　

（ 

執
行
理
事
窓
口
は
田
原
副
会
長
／
三
村
事

務
局
長
）

　

・
既
に
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
事
項

　
　
　

大
簡
会（
佩
文
齋
詠
物
詩
選
）

　
　
　
　

リ
ー
ダ
ー　

酒
井
謙
太
郎

　
　
　

漢
詩
鑑
賞
会
Ａ　
　

講
師　

玉
井
幸
久

　
　
　

漢
詩
鑑
賞
会
Ｂ　
　

講
師　

住
田
笛
雄

　

・
今
後
期
待
し
た
い
催
し（
案
）

　
　
　

佩
文
齋
七
絶
抄
勉
強
会

　
　
　
　

城
田
六
郎
、
飯
沼
一
之

　
　
　

女
性
会
員
活
性
化
委
員
会
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　

古
田
光
子（
左
記
参
照
）

　
　
　

杜
甫
を
読
む
会　
　
　

桜
庭
慎
吾

三 

、
最
近
増
え
続
け
て
い
る
女
性
会
員
の
定
着
化
を

促
進
す
る
為
に
「
女
性
会
員
活
性
化
委
員
会
」
を

新
設
す
る
。

　
　

・
委
員
長　

水
城
ま
ゆ
み

　
　

・
副
委
員
長　

室
橋
幸
子

　
　

・ 

古
田
光
子
舎
友

　

 

の
ご
指
導
を
得
て
、
実
施
内
容
は
検
討
中
。
二
月

三
日
に
近
代
文
学
館
で
第
一
回
予
定

神
漢
連
事
務
局
長
就
任
に
あ
た
っ
て

 

執
行
理
事　

三
村 
公
二

新
体
制
の
重
点
実
施
課
題
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巖
頭
松
下
詩
碑
成 

水
城
ま
ゆ
み

英
雄
事
業
松
下
汀 

中
野
　三
琴

真
鶴
詩
碑
千
載
榮 

三
村
　公
二

巖
頭
感
得
詩
碑
精 

秋
吉
　邦
雄

曠
士
壯
懷
擧
詩
名 

住
田
　笛
雄

曠
士
騒
人
似
菊
英 

淺
岡
　清
明

騒
人
雅
興
終
不
停 

石
川
　忠
久

曠
懷
千
載
滿
一
庭 

河
野
　光
世

岳
堂
詩
碑
座
右
銘 

飯
島
　敏
雄

先
生
書
懷
傾
耳
聴 

石
川
　晏
子

清
吟
相
和
兩
連
盟 

吉
岡
　昭
夫

吟
聲
朗
朗
入
青
冥 

古
田
　光
子

二
松
謖
謖
碧
瀾
平 

喜
多
　
　基

松
籟
神
韻
海
氣
晴 

山
崎
　重
彦

巖
頭
樹
下
啼
鳥
聲 

大
森
　冽
子

深
醉
風
光
猶
未
醒 
酒
井
謙
太
郎

翁
媼
相
逢
入
眼
靑 
田
原
　健
一

好
日
晴
天
通
至
誠 
高
津
　有
二

萬
里
瀛
海
促
詩
情 

田
中
　和
子

淼
淼
相
灘
壯
懷
生 

櫻
庭
　慎
吾

淸
波
碧
海
白
雲
橫 

山
田
　
　治

淸
波
巖
頭
照
眼
明 

室
橋
　幸
子

茫
茫
滄
海
籠
淡
煙 

小
室
　陽
子

東
瀛
萬
里
檣
一
千 

岡
田
　泰
男

萬
里
馳
思
三
石
濱 

横
山
　真
吾

天
外
飛
鳶
幾
回
旋 

三
上
　光
敏

鴻
儒
詩
碑
危
崖
邊 

松
井
　秀
人

揮
筆
先
生
意
自
新 

永
野
　
　澄

甲
午
新
碑
有
餘
妍 

柴
田
　
　洋

參
來
鷗
鷺
石
碑
前 

二
戸
　邦
子

吟
行
六
十
盟
友
親 

瀧
川
　智
志

碑
前
信
步
騒
人
巡 

更
田
　金
蔵

金
風
岩
頭
拈
句
専 

保
田
　昌
男

靑
波
翻
處
聳
吟
肩 

三
浦
　哲
郎

碑
前
案
句
獨
求
珍 

池
上
　一
利

作
詩
推
敲
物
外
身 

川
上
　修
巳

巖
頭
高
歌
思
先
春 

吉
池
　啓
子

碑
前
吟
詠
李
杜
賓 

久
川
憲
四
郎

二
松
樹
下
吟
心
傳 

礒
邉
　邦
雄

二
松
一
櫻
摩
旻
天 

玉
井
　幸
久

倚
碑
遙
望
白
帆
船 

丹
下
　和
幸

湘
南
好
景
屬
騒
人 

高
山
　一
雄

此
地
棲
遲
不
知
貧 

中
山
　正
道

秋
晴
碧
水
白
鷗
鳴 

長
岡
　巨
知

秋
光
千
里
真
鶴
迎 

家
吉
　幸
二

天
晴
海
靑
美
景
京 

岩
橋
　伸
泰

秋
光
波
靜
一
航
行 

前
嶋
　彩
江

巖
頭
望
島
步
步
軽 

窪
田
　都
香

公
園
蕗
葉
露
珠
傾 

関
谷
　
　則

秋
林
森
邃
歲
月
更 

志
村
　典
子

相
集
詩
豪
綺
席
淸 

江
坂
　久
子

柏
梁
体　
窪
寺
先
生
の
韻（
先
・
真
）

柏
梁
体　
石
川
先
生
の
韻（
庚・
青
）

東
京
都
・
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟

合
同
吟
行
会
　
開
催

真
鶴
半
島
　
石
川
先
生
詩
碑
見
学

岳
堂
先
生
詩
碑
前
で
高
ら
か
に
朗
吟
！

時
系
列
順
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平
成
二
六
年
度
新
人
研
修
会
・
八
起
会
発
足

八
期
生（
八
起
会
）活
動
開
始
し
ま
し
た

幹
事
代
表　

中
島 

義
和

　

今
年
度
の
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
漢
詩
入
門
講
座

が
七
月
に
終
了
し
、
三
十
三
名
の
受
講
生
の
う
ち
二

十
一
名
が
八
期
生
の
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
第
一

回
は
十
一
月
二
十
日
（
木
）
に
ス
タ
ー
ト
し
以
降
奇
数

月
の
第
三
木
曜
に
開
催
し
ま
す
。
名
付
け
て
八
起
会

（
詩
作
に
苦
悶
し
七
転
し
て
も
八
倒
で
な
く
最
後
に

は
八
起
き
す
る
と
い
う
願
い
を
込
め
て
？
の
命
名
）。

会
員
構
成
は
女
性
六
名
男
性
十
五
名
、
年
齢
は
傘
寿

近
く
か
ら
而
立
前
ま
で
幅
広
く
（
と
い
っ
て
も
た
だ

一
人
の
二
十
代
女
性
以
外
は
皆
熟
年
男
女
）。

　

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
漢
詩
や
詩
吟
の
経
験
者
、
中

国
語
の
熟
達
者
で
詩
稿
を
中
国
音
で
読
み
上
げ
た
方
、

書
道
の
達
人
で
自
作
の
漢
詩
を
書
に
し
て
展
示
会
を

計
画
し
て
い
る
方
等
々
多
士
多
才
の
様
相
で
す
が
、

一
方
で
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
（
小
生
を
含
め
）
全
く
初

め
て
漢
詩
に
挑
戦
し
今
後
も
詩
作
を
続
け
よ
う
と
い

う
仲
間
た
ち
で
す
。
先
輩
の
皆
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
楽
し
い
会
に
育
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

「
金
星
会
」
漢
詩
入
門
講
座
第
一
期
生

三
上 

光
敏

　

「
金
星
会
」
は
平
成
十
九
年
卒
業
し
た
一
期
生
主
体

の
吟
社
、
現
在 

実
活
動
メ
ン
バ
ー
は
六
名
に
な
っ
た
。

平
成
十
九
年
十
二
月
発
足
当
時
十
九
名
だ
っ
た
が
、

少
々
寂
し
い
。

　

講
師
は
岡
崎
満
義
会
長
。
例
会
は
県
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
隔
月 

奇
数
月
の
木
曜
日
又
は
火

曜
日
に
開
催
。
三
時
間
の
例
会
の
後
は
横
浜
駅
地
下

の
ビ
ア
ホ
ー
ル
が
定
番
。
例
会
五
〇
回
記
念
に
は

「
記
念
誌
」
作
成
を
密
か
に
考
え
始
め
て
い
る
。

「
三
水
会
」
漢
詩
入
門
講
座
第
二
期
生

中
島 

龍
一

　

古
田
光
子
先
生
の
指
導
で
、
十
四
名
が
奇
数
月
の

第
三
水
曜
日
に
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
新
し
く
本
宮
陽
子
さ
ん
が
入
会
さ
れ
一
段

と
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
会
場
は
部
屋
が
狭
い
の

が
難
点
で
す
が
、
か
え
っ
て
熱
気
が
生
じ
て
議
論
が

活
発
に
な
り
い
つ
も
時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い
で
す
。

懇
親
会
に
な
る
と
、
詩
評
が
ま
た
一
段
と
本
音
の
議

論
と
な
っ
て
楽
し
く
な
り
ま
す
。
酒
と
詩
は
セ
ッ
ト

に
な
る
と
楽
し
み
が
増
す
よ
う
で
す
。

「
好
文
会
」
漢
詩
入
門
講
座
第
三
期
生

高
津 

有
二

　
　
『
好
文
会
詩
集
の
発
行
』

　

神
漢
連
第
三
回
新
人
研
修
の
仲
間
の
好
文
会
は
、

平
成
二
十
一
年
発
足
か
ら
五
周
年
を
記
念
し
て
「
好

文
会
詩
集
」
を
発
行
し
た
。
各
会
員
が
こ
れ
ま
で
の

自
分
の
詩
の
中
か
ら
十
首
を
選
ん
だ
。
最
初
の
こ
ろ

の
詩
も
自
分
史
の
記
録
と
し
て
そ
の
ま
ま
載
せ
た
人
、

余
り
に
拙
い
の
で
推
敲
し
た
人
、
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
っ

た
。
今
回
は
、
会
員
全
員
の
協
力
で
す
べ
て
を
手
作

り
で
作
成
し
た
の
が
特
長
で
あ
る
。
岡
崎
会
長
、
城

田
、
桜
庭
、
三
村
の
各
先
生
か
ら
祝
詞
、
賀
詩
を
頂
き
、

衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

「
詩
游
会
」
漢
詩
入
門
講
座
第
四
期
生

板
本 

健
作

　
　
『
詩
游
会
箱
根
吟
行
』

　

昨
年
は
、
中
秋
の
明
月
を
求
め
、
山
形
の
上
山
温
泉

『
名
月
荘
』
に
行
き
、
今
年
は
、
総
勢
十
七
名
で
新
緑
の

箱
根
仙
石
原
に
行
っ
て
来
た
。
箱
根
の
風
景
に
因
み
、

三
体
詩
か
ら
『
山
』
の
漢
詩
六
首
、
宋
詩
か
ら
『
湖
』
の

漢
詩
七
首
を
選
び
、
ホ
テ
ル
で
勉
強
会
を
行
っ
た
。

【
吟
社
の
活
動
報
告
】

　

九
吟
社
・
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
日
々
研
鑽
中
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五
月
二
十
六
日
『
ホ
テ
ル
花
月
園
』
で
早
速
『
山
』
の

漢
詩
の
勉
強
を
開
始
し
た
。
温
泉
に
浸
か
り
、
豪
華

晩
餐
の
後
は
、
詩
吟
に
歌
曲
に
話
芸
に
と
多
芸
が
披

露
さ
れ
、
深
夜
ま
で
美
酒
と
歓
談
は
、
尽
き
な
か
っ
た
。

　

翌
日
『
湖
』
の
漢
詩
の
勉
強
を
し
、
昼
食
後
解
散
。

し
か
し
多
く
は
、
桃
源
台
よ
り
海
賊
船
で
芦
ノ
湖
を

遊
覧
し
た
。
重
な
り
合
う
青
嶂
、
雲
間
か
ら
望
む
霊

峰
富
士
、
湖
面
を
渡
る
初
夏
の
風
は
爽
や
か
だ
っ
た
。

　

元
箱
根
か
ら
小
涌
園
ま
で
バ
ス
で
移
動
し
、
岡
田

美
術
館
に
寄
る
。
六
十
六
年
振
り
に
公
開
さ
れ
た
、

喜
多
川
歌
麿
の
肉
筆
最
高
傑
作
と
い
わ
れ
る
『
深
川

の
雪
』
を
鑑
賞
し
て
帰
途
に
つ
い
た
。

「
五
友
会
」
漢
詩
入
門
講
座
第
五
期
生

飯
島 

敏
雄

　

五
友
会
は
初
心
者
講
座
五
回
生
の
会
で
、
会
員
九

名
で
偶
数
月
の
第
一
木
曜
日
に
石
川
町
駅
近
く
の
神

奈
川
労
働
プ
ラ
ザ
で
十
四
時
か
ら
十
六
時
ま
で
例
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
会
員
の
中
の
中
野
三
琴
さ
ん
は

煎
茶
の
お
師
匠
さ
ん
で
、
年
二
回
ほ
ど
は
鎌
倉
に
あ

る
中
野
さ
ん
の
茶
室
、「
明
月
庵
」
で
陶
淵
明
、
蘇
軾
、

王
羲
之
な
ど
を
茶
話
に
し
て
煎
茶
を
啜
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
後
に
別
室
で
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
五
友
会
も
結
成
し
て
三
周
年
に
な
り
ま
す

の
で
こ
れ
ま
で
の
詩
を
詩
集
に
し
た
い
と
計
画
し
て

い
ま
す
。

「
以
文
会
」
漢
詩
入
門
講
座
第
六
期
生

柴
田　

洋

　
　
『
以
文
会
詩
集
』

　

以
文
会
の
誕
生
三
年
目
を
迎
え
、
詩
集
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
些
か
た
じ
ろ
い
だ
が
、
初
期
段

階
の
作
品
と
し
て
編
集
す
る
事
も
後
々
の
参
考
に
な

る
と
思
い
決
断
し
た
。
発
足
当
時
に
前
事
務
局
長
の

桜
庭
慎
吾
先
生
の
「
詩
集
纏
め
の
大
切
さ
」
の
ご
指
南

を
頂
い
て
い
た
事
も
意
志
を
加
速
さ
せ
た
。

　

日
程
は
三
月
を
め
ど
に
発
刊
を
予
定
し
て
い
る
。

十
四
名
で
一
人
六
首
限
定
に
し
て
い
る
の
が
、
少
し

く
難
点
で
あ
る
。

「
七
歩
会
」
漢
詩
入
門
講
座
第
七
期
生

喜
多　

基

　
　
『
横
浜
公
園
ミ
ニ
吟
行
会
』

　

真
鶴
吟
行
会
の
予
行
演
習
と
し
て
、
七
歩
会
の
九

月
例
会
で
ミ
ニ
吟
行
会
を
催
し
ま
し
た
。
水
城
先
生

の
柏
梁
体
に
つ
い
て
の
講
義
の
後
、
尤
韻
一
字
が
印

刷
さ
れ
た
短
冊
を
手
に
日
本
庭
園
を
散
策
し
な
が
ら

句
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
爽
や
か
な
風
が
流
れ
、

木
々
で
蝉
が
鳴
き
、
池
に
は
亀
達
が
日
の
光
を
浴
び

て
お
り
ま
し
た
。

　

半
時
後
、
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
に
席
を
移
し
て

全
員
の
句
の
検
討
会
を
行
い
ま
し
た
。
会
員
か
ら
九

句
が
提
出
さ
れ
て
、「
意
外
に
簡
単
だ
っ
た
！
」
が
会

員
の
皆
さ
ん
の
感
想
で
し
た
。
風
雅
の
心
を
学
ぶ
有

意
義
な
ミ
ニ
吟
行
会
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

「
岳
精
会
」�

礒
邉 

邦
雄

　

漢
詩
サ
ー
ク
ル
「
岳
精
会
」
の
母
体
は
、
吟
社
「
岳

精
流
日
本
吟
院
」。
発
足
一
年
目
の
昨
年
は
、
全
員
自

詠
自
吟
で
漢
詩
作
り
に
慣
れ
る
事
に
努
め
た
。
二
年

目
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
吟
社
発
行
の
会
報
『
龍

吟
』
に
会
員
が
漢
詩
を
投
稿
。
一
〜
三
回
迄
は
一
名
、

四
回
目
に
二
名
投
稿
。
会
報
の
『
龍
吟
』
は
北
海
道
か

ら
沖
縄
迄
の
詩
吟
の
会
員
の
目
に
触
れ
る
。

　

作
詩
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
か
な
い
と
ご
指
導
し

て
頂
い
て
い
る
城
田
・
三
村
両
先
生
に
申
し
訳
が
立

た
な
い
。
又
、
昨
年
か
ら
続
け
て
い
る
八
月
と
十
二

月
に
行
っ
て
い
る
勉
強
会
後
の
中
華
料
理
店
を
貸
し

切
り
状
態
に
し
て
の
自
詠
自
吟
の
発
表
は
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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高
得
点
者
の
紹
介

　

新
秋
夜
坐 
秋
吉　

邦
雄　
　

嫰
涼
孤
枕
睡
難
成　

嫰
涼
孤
枕
睡
り
成
り
難
く

起
坐
繙
書
垂
五
更　

起
坐
書
を
繙
け
ば
五
更
に
垂
と
す

寂
寂
西
窗
仰
霄
漢　

寂
寂
た
る
西
窓
霄
漢
を
仰
げ
ば

一
痕
残
月
引
愁
清　

一
痕
の
残
月
愁
い
を
引
い
て
清
し

「
漢
詩
―
こ
の
難
し
く
て
面
白
い
道
」

　

漢
詩
作
り
を
始
め
て
漸
く
二
年
半
。
稚
拙
で
も
分

か
り
易
く
を
心
が
け
て
き
た
積
り
で
あ
る
が
、
さ
て

如
何
な
も
の
だ
っ
た
か
。
時
に
岡
崎
会
長
が
賞
と
し

て
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
下
さ
る
ワ
イ
ン
に
励
ま
さ
れ
、

ま
た
諸
先
生
方
の
親
身
の
ご
指
導
に
少
し
で
も
お
応

え
し
た
い
と
の
思
い
も
あ
り
、
何
と
か
こ
こ
ま
で
来

ら
れ
た
と
の
感
慨
一
入
で
あ
る
。

　

確
か
に
漢
詩
の
世
界
は
広
く
奥
深
い
。
そ
れ
故
精

進
の
道
も
長
く
遠
い
。
が
、
駑
馬
十
駕
と
云
う
。
今
後

と
も
自
ら
を
鞭
打
ち
つ
つ
、
こ
の
難
し
く
て
面
白
い

道
を
少
し
で
も
前
進
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

連
盟 

恒
例 

秋
の
研
修
会
開
催

　

彷
他
郷
憐
渓
蟹 

芝　

公
男　
　
　

豪
雨
川
流
濫
四
方　

豪
雨　

川
流　

四
方
に
濫
る

市
街
渓
蠏
在
孤
彷　

市
街　

渓
蠏　

孤
り
彷
ふ
在
り

見
危
借
問
往
何
處　

危
き
を
見
て　

借
問
す
何
処
へ
往
く
と

涙
答
願
歸
山
峡
鄕　

 

涙
し
て
答
ふ　

願
は
く
ば
山
峡
の
郷
に

帰
ら
む
と

　

以
前
豪
雨
の
後
、
歩
道
を
必
死
で
横
切
る
沢
蠏
を

目
に
し
、
詠
ん
だ
短
歌
「
何
処
か
ら
流
さ
れ
来
し
か
沢

蠏
の
豪
雨
の
後
の
舗
道
で
彷
徨
ふ
」
を
元
に
、
災
害
や

戦
乱
で
故
郷
を
追
わ
れ
た
人
達
へ
の
想
い
を
寓
意
に

含
め
漢
詩
に
し
ま
し
た
。
こ
の
趣
旨
を
酌
ん
で
評
価

を
頂
い
た
方
も
あ
り
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
の
実
家
の
あ
り
ま
し
た
山
村
は
嘗
て
山
津
波
で

全
村
が
流
さ
れ
ま
し
た
。
自
身
も
戦
争
で
生
ま
れ
故

郷
を
追
わ
れ
、
デ
ラ
シ
ネ
は
人
生
の
原
点
で
あ
り
、

そ
の
気
持
を
多
少
な
り
と
も
表
現
す
る
こ
と
が
出
来

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

高
校
の
頃
よ
り
漢
詩
は
好
き
で
し
た
が
自
分
で
作

る
こ
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
し
た
。
神
奈
川

新
聞
の
毎
月
第
一
日
曜
日
に
岡
崎
満
義
会
長
の
漢
詩

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ソ
チ
の
冬
季
五
輪
、
原
発
事

故
な
ど
内
容
の
斬
新
さ
に
魅
せ
ら
れ
、「
漢
詩
で
こ
ん

な
こ
と
も
詠
め
る
の
だ
、
自
分
も
挑
戦
し
て
み
よ
う
」

と
当
連
盟
の
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
同
期
の
方
々

の
八
起
会
も
発
足
し
、
切
磋
琢
磨
出
来
る
機
会
を
得

て
、
今
は
「
詞
酒
其
樂
也
融
融
」
の
心
境
で
す
。

　

西
窓
殘
月 

板
本　

健
作　
　

西
窓
獨
坐
暁
風
淸　
西
窓
独
坐
し  

暁
風
清
し

天
外
無
雲
殘
月
傾　

天
外
雲
無
く　

残
月
傾
く

一
別
音
容
千
里
隔　

一
別
音
容　

千
里
隔
た
り

通
宵
不
睡
憶
君
情　
通
宵
睡
れ
ず
君
を
憶
う
の
情

　

こ
の
詩
は
、
湯
島
聖
堂
斯
文
会
の
漢
詩
作
法
入
門

講
座
の
課
題
詩
で
す
。
月
の
名
前
四
百
語
が
書
か
れ

て
い
る
『
月
の
名
前
』
と
い
う
本
に
「
残
月
・
有
明
月
」

に
つ
い
て
「
夜
が
明
け
て
も
西
の
空
に
残
っ
て
い
る

月
。
平
安
時
代
、
一
夜
を
と
も
に
し
た
男
女
が
後
朝

の
別
れ
の
と
き
に
見
る
月
で
あ
る
と
と
も
に
空
し
く

恋
人
を
待
っ
た
女
が
眺
め
る
月
で
も
あ
っ
た
」
と
書

か
れ
て
い
た
。
こ
の
話
を
基
に
こ
の
詩
を
作
っ
て
み

ま
し
た
。「
天
外
無
雲
」
は
、

昨
年
山
形
で
見
た
中
秋
の

明
月
が
雲
一
つ
無
か
っ
た

の
で
そ
う
詠
じ
、「
一
別
音

容
」
は
、
白
居
易
の
長
恨
歌

の
「
一
別
音
容
兩
渺
茫
」
か

ら
取
り
ま
し
た
。
漢
詩
創
作

は
難
し
く
、
空
し
く
残
月
を

眺
め
る
心
境
で
す
。

第
三
グ
ル
ー
プ

第
二
グ
ル
ー
プ

第
一
グ
ル
ー
プ

　
研
修
会
の
第
一
グ
ル
ー
プ
は
平
成
二
十
六
年
十
月

七
日
、
第
二
グ
ル
ー
プ
は
十
月
十
五
日
、
第
三
グ

ル
ー
プ
は
十
月
二
十
二
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

提
出
詩
は
合
わ
せ
て
四
十
九
首
で
あ
っ
た
。
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【
宮
城
県
知
事
賞
】

　

學
童
渡
船 

上
野　

裕
人　
　

蒼
波
瀲
灎
雪
初
晴　
蒼
波
瀲
灎
と
し
て
雪
初
め
て
晴
れ

野
渡
迎
童
短
艇
輕　

野
渡　

童
を
迎
へ
て　

短
艇
軽
し

修
復
學
堂
師
弟
喜　

学
堂
を
修
復
す
る
は
師
弟
の
喜
び

随
風
滿
郭
唱
歌
聲　

風
に
随
ひ
て
郭
に
満
つ
る
唱
歌
の
声

【
宮
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
】

　

旅
宿
朝 

中
島　

龍
一　
　

凄
凄
斜
月
對
疎
林　

凄
々
た
る
斜
月　

疎
林
に
対
し

枕
上
鷄
聲
破
曉
陰　

枕
上
の
鶏
声　

暁
陰
を
破
る

料
得
溪
流
夜
來
凍　

料
り
得
た
り
渓
流　

夜
来
凍
る

今
朝
不
聽
水
車
音　

今
朝
聴
か
ず　

水
車
の
音

【
河
北
新
報
社
賞
】

　

一
本
松 

高
津　

有
二　
　

瑤
林
瓊
樹
絶
無
蹤　

瑤
林　

瓊
樹　

絶
え
て
蹤
無
く
も

滄
海
沙
汀
昔
日
容　

滄
海　

沙
汀　

昔
日
の
容

晩
浦
漁
舟
維
纜
處　

晩
浦　

漁
舟　

纜
を
維
ぐ
処

長
投
夕
影
凛
孤
松　

長
く
夕
影
を
投
じ　

孤
松
凛
た
り

【
東
北
放
送
賞
】

　

福
島
縣
廣
野
町
産
米

　

憑
聖
旨
見
搬
皇
居 

飯
沼　

一
之　
　

災
餘
三
歳
活
田
園　

災
余
三
歳　

田
園
活
り

新
米
一
苞
臻
禁
門　

新
米
一
苞　

禁
門
に
臻
る

炊
爨
飯
香
和
御
膳　

炊
爨
の
飯
香　

御
膳
和
ら
ぎ

龍
顏
莞
爾
午
窓
溫　

竜
顔
莞
爾　

午
窓
温
か
な
り

【
宮
城
県
漢
詩
連
盟
会
長
賞
】

　

不
爲
雨
讀 

岡
田　

泰
男　
　

酣
眠
不
許
惡
鷄
鳴　

酣
眠
許
さ
ず　

鶏
鳴
を
悪
み

困
憊
田
翁
顰
一
聲　

困
憊
の
田
翁　

一
声
に
顰
む

已
矣
消
亡
夜
來
雨　

已
矣　

消
亡
す
夜
来
の
雨

曙
光
照
钁
促
春
耕　

曙
光　

钁
を
照
ら
し
て
春
耕
を
促
す

【
最
優
秀
賞
・
諸
橋
轍
次
賞
】

　

雛
孫
懲
羹
吹
膾 

岡
田　

泰
男　
　

老
妻
煮
粥
火
蒸
餘　

老
妻
が
粥
を
煮
る　

火
蒸
の
余
り

兒
恐
熱
傷
餐
自
徐　

児
は
熱
傷
を
恐
れ
て　

餐　

自
ず
か
ら
徐
な
り

請
看
著
匙
吹
冷
飯　

請
う
看
よ　

匙
に
著
く　

冷
飯
を
吹
く
を

阿
翁
笑
謂
是
何
如　

阿
翁　

笑
み
て
謂
う　

是
れ
何
如
と

【
優
秀
賞
・
三
条
市
長
賞
】

　

曉
聽
杜
鵑 

古
田　

光
子　
　

寥
寥
假
寓
寄
残
生　

寥
々
仮
寓　

残
生
を
寄
す

災
後
三
年
轉
愴
情　
災
後　

三
年　

転　

情
を
愴
ま
し
む

獨
夜
思
鄕
天
欲
白　

独
夜　

郷
を
思
え
ば　

天　

白
ま
ん
と
欲
す

空
聞
蜀
鳥
促
歸
聲  

空
し
く
聞
く　

蜀
鳥　

帰
る
を
促
す
声

【
奨
励
賞
・
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
賞
】

　

城
市
徜
徉 

岡
崎　

勝
郎　
　

十
字
街
頭
佇
又
行　

十
字　

街
頭　

佇
み
又
行
く

疲
時
興
盡
止
吹
笙　

時
に
疲
れ　

興
尽
き
た
れ
ば　

吹
笙
も
止
む

適
歸
欲
與
忘
憂
物　

適
に
帰
っ
て
與
ら
ん
と
欲
す　

忘
憂
物
に

未
晦
杯
觴
聊
復
生　

未
だ
晦
か
ら
ざ
る
に
杯
觴　

聊
か
生
を
復
し
た
り

【
優
秀
賞
】

　

丘
上
看
雲 

古
田　

光
子　
　

原
頭
日
暖
曳
藜
杖  

原
頭
日
暖
か
く　

藜
杖
を
曳
く

丘
上
風
輕
坐
草
茵　

丘
上
風
軽
く　

草
茵
に
坐
す

漫
看
白
雲
舒
巻
態　

漫
ろ
に
看
る
白
雲
舒
巻
の
態

天
空
興
趣
屬
閑
人　

天
空
の
興
趣
は
閑
人
に
属
す

【
入
選
】

　

幽
莊
偶
成 

小
嶋　

明
紀
子　

幽
莊
寂
寂
遠
人
寰　

幽
荘
寂
寂
と
し
て
人
寰
遠
く

小
徑
停
笻
半
日
閑　

小
径
笻
を
停
む
れ
ば
半
日
閑
な
り

任
爾
紫
門
無
友
到　

任
爾
紫
門
友
の
到
る
無
き
を

孤
雲
随
我
老
松
閒　
孤
雲
我
に
随
ふ
老
松
の
間

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会（
第
六
号
）

全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

主
催
／
多
久
市
　
多
久
市
教
育
委
員
会

平
成
二
十
六
年
度

全
日
本
漢
詩
大
会
宮
城
大
会

扶
桑
風
韻
　
特
別
第
十
二
号
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「
金
港
雪
朝
」で
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
！

担
当　

高
津 

有
二

　

第
三
回
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
は
、
来
る
三
月
六
日

（
金
）
神
奈
川
近
代
文
学
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回

は
窪
寺
先
生
か
ら
頂
い
た
「
金
港
雪
朝
」
の
詩
題
で
九

サ
ー
ク
ル
が
闘
い
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
サ
ー
ク
ル
会
員

全
員
が
最
も
良
い
と
思
う
作
品
に
事
前
に
投
票
し
、
一

般
会
員
の
方
に
は
当
日
会
場
で
投
票
し
て
も
ら
う
こ

と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
更
に
自
詠
、
自
吟
、
自
書
と

い
う
究
極
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
本
年
も
詩
吟
の
朗
詠
、

揮
毫
の
展
示
も
行
い
ま
す
の
で
、
一
般
会
員
の
方
々

も
多
数
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

現
在
準
備
進
行
中
で
す
。
詳
細
は
最
終
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

佩
文
齋
詠
物
詩
選
七
絶
抄
つ
い
に
刊
行

編
集
担
当　

城
田 

六
郎

　

神
漢
連
有
志
が
輪
読
会
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い

て
い
る
の
は
、
清
朝
康
熙
帝
の
編
纂
し
た
尨
大
な
詠

物
詩
の
中
か
ら
、
江
戸
の
漢
詩
人
館
柳
湾
が
抄
出
し

た
袖
珍
本
第
一
篇
で
す
。
こ
の
篇
に
は
、
詩
題
に
よ

り
百
五
十
項
目
に
分
類
し
、
唐
・
宋
・
金
・
元
・
明
に

わ
た
る
古
詩
、
律
詩
、
五
絶
、
七
絶
二
千
三
百
二
十
首

を
採
録
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
七
絶
六
百
六
十
首
、

詩
人
の
数
三
百
三
十
一
人
を
抄
出
し
た
も
の
が
今
回

の
刊
行
本
で
す
。

　

七
絶
抄
の
特
色
の
第
一
は
、
詩
を
韻
別
に
配
列
し
、

読
者
の
作
詩
に
利
便
を
図
っ
た
こ
と
で
す
。

　

特
色
の
第
二
は
、
月
、
日
、
雲
、
雨
等
の
自
然
現
象

や
春
夏
秋
冬
の
四
季
等
の
項
目
毎
に
索
引
を
作
成
し

た
こ
と
で
す
。
索
引
に
は
、
項
目
、
詩
題
、
詩
人
名
、

時
代
区
分
、
韻
、
掲
載
頁
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
ま

す
。
是
非
こ
れ
を
一
冊
お
手
許
に
置
か
れ
て
、
詩
作

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
企
画
登
場

「
フ
ォ
ト
＆
漢
詩
」Ｈ

Ｐ
担
当　

三
上 

光
敏

　

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｔ
Ｖ
で
「
写
真
俳
句
」

の
作
品
を
み
た
。
言
葉
通
り
、
写
真
と
俳
句
の
組
合

せ
で
感
情
や
印
象
な
ど
を
表
現
す
る
も
の
で
両
者
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
大
変
興
味
を
感
じ
た
。
過
日
、

岡
崎
会
長
か
ら
「
金
港
こ
ん
に
ゃ
く
問
答
」
で
提
案
の

あ
っ
た
こ
の
「
写
真
漢
詩
」
と
い
う
の
も
面
白
い
企
画

に
な
る
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
い
た
。
原
則
は

「
自
作
の
写
真
を
使
い
自
作
の
漢
詩
を
つ
け
て
一
体

化
し
て
表
現
と
す
る
こ
と
」
だ
が
、
他
者
の
写
真
で

あ
っ
て
も
ま
た
他
者
の
漢
詩
で
も
或
い
は
両
方
と
も

他
者
の
作
品
で
も
成
立
し
そ
う
だ
。

　

昔
か
ら
絵
画
を
み
て
そ
の
印
象
な
ど
を
基
に
漢
詩

を
作
る
世
界
が
存
在
し
た
。
例
え
ば
頼
山
陽
の
「
題
不

識
庵
撃
機
山
圖
」
や
梁
川
星
巖
「
常
盤
抱
孤
圖
」
な
ど

よ
く
知
ら
れ
た
詩
だ
。
な
お
、
漢
詩
に
比
べ
歴
史
の

浅
い
写
真
（
高
々
三
百
年
余
）
で
は
あ
る
が
、
写
真
か

ら
得
ら
れ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
は
極
め
て
高
い
説
得
力
が

あ
り
漢
詩
と
は
面
白
い
コ
ラ
ボ
に
な
る
の
で
は
と
期

待
す
る
。
先
ず
は
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
大
切
。

　

ど
な
た
か
一
度
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
発
表
の

場
は
勿
論
、
神
漢
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。

　

右
の
「
カ
メ
ラ
で
漢
詩
」
は
横
溝
喜
久
男
会
員
の
鎌

倉
報
国
寺
を
訪
ね
た
と
き
の
写
真
と
漢
詩
で
す
。

神漢連叢書

七言絶句ここから一歩
佩文齋詠物詩選七絶抄

平成27年1月発行／1,000円
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『�

詩
集
を
片
手
に
、

鎌
倉
を
漫
歩
し
よ
う
！
』

副
会
長　

田
原 

健
一

　

先
月
、
礒
野
衞
孝
さ
ん
か
ら
「
鎌
倉
漫
歩
詩
草
」
を

頂
い
た
の
だ
が
、
此
れ
が
な
ん
と
も
楽
し
い
立
派
な

詩
集
で
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
〔
鎌
倉
八
景
〕
で
以
て
、
我
々
に
も
馴
染
み
の

景
色
を
詠
わ
れ
、〔
鎌
倉
詠
史
三
十
韻
〕
で
は
、
鎌
倉
幕

府
ゆ
か
り
の
人
物
三
十
人
に
つ
い
て
、
ま
た
〔
鎌
倉
景

勝
百
選
〕
で
は
名
所
旧
跡
の
百
の
場
所
に
つ
い
て
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
に
は
、
源
氏
北
条
氏
の
系
図

や
そ
の
百
景
の
場
所
の
地
図
ま
で
も
載
っ
て
い
ま
す
。

　

漢
詩
に
よ
る
鎌
倉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
感
が
し
ま
す
。

こ
の
詩
集
を
片
手
に
、
さ
ら
に
昔
に
思
い
を
致
し
、

武
家
の
都
を
み
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
作
者
の
気
持

ち
で
し
ょ
う
。
ま
さ
し
く
鎌
倉
漫
歩
お
誘
い
の
詩
集

で
す
。

　

内
容
は
濃
く
、
礒
野
さ
ん
の
長
年
の
ご
勉
強
と
力

量
が
判
る
素
晴
ら
し
い
詩
集
で
す
。
肩
が
こ
ら
ず
に

楽
に
読
め
て
楽
し
い
本
に
思
え
る
の
は
、
吟
行
会
そ

の
他
で
我
々
に
も
馴
染
み
の
古
都
の
名
所
が
随
所
に

で
て
く
る
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
も
小
生
も
未

だ
行
っ
て
な
い
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

本
を
持
っ
て
観
光
が
て
ら
勉
強
が
て
ら
出
か
け
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

礒
野
さ
ん
は
、
こ
の
神
奈
川
県
連
の
創
立
当
時
か

ら
の
役
員
で
、
洒
脱
で
飾
ら
な
い
ご
性
格
で
も
っ
て
、

こ
こ
八
年
間
随
分
と
連
盟
発
展
の
為
ご
尽
力
頂
き
ま

し
た
。
近
年
視
力
低
下
の
為
、
静
養
隠
棲
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
ん
な
本
を
お
出
し
に
な
る
ほ
ど
に
快

復
さ
れ
て
何
よ
り
で
す
。

　

鎌
倉
に
移
り
す
ん
で
四
十
年
、
漢
詩
を
鎌
倉
に
根

付
か
せ
ん
と
、
そ
の
普
及
へ
の
情
熱
が
ひ
た
ひ
た
と

伝
わ
っ
て
く
る
礒
野
さ
ん
長
年
の
作
品
の
集
大
成
で

す
。
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

詩
集
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
へ
ご
一
報
下
さ
い
。

実
費
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

「
鎌
倉
漫
歩
詩
草
」刊
行
に
よ
せ
て

礒
野 

衞
孝

　

中
年
か
ら
始
め
た
漢
詩
で
鎌
倉
の
風
景
を
詠

じ
る
こ
と
が
楽
し
く
な
り
作
り
続
け
た
撫
詩
で

す
が
、
図
ら
ず
も
田
原
副
会
長
か
ら
過
分
な
お

言
葉
を
頂
き
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
詩
草

は
鎌
倉
で
お
世
話
に
な
り
漢
詩
で
色
々
ご
厚
誼

を
賜
り
ま
し
た
方
々
に
読
ん
で
頂
き
た
く
作
り

ま
し
た
私
家
版
で
あ
り
ま
す
が
、
神
漢
連
の
お

計
ら
い
で
広
く
会
員
の
方
々
に
読
ん
で
頂
け
れ

ば
望
外
の
喜
び
で
あ
り
、
五
〇
部
を
寄
贈
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
日
頃
神
漢
連
の
積
極
的
な
活
動

に
は
敬
意
を
表
し
て
お
り
、
会
員
の
増
加
、
延

い
て
は
始
め
て
漢
詩
に
接
す
る
方
に
も
目
を
留

め
て
頂
け
れ
ば
幸
い
に
ぞ
ん
じ
ま
す
。

沢
庵
和
尚
と
紫
衣
事
件�

岡
崎 

勝
郎

　

先
ご
ろ
山
形
県
上
山
温
泉
に
数
日
浸
か
っ
た
。
一

面
雪
景
色
の
一
月
で
あ
る
。
幸
い
に
好
天
で
市
内
観

光
図
を
手
に
処
方
を
歩
い
た
。
旧
武
家
屋
敷
の
小
路
、

藩
校
の
跡
、
上
ノ
山
城
（
た
だ
し
昭
和
の
建
造
）、
そ

し
て
沢
庵
和
尚
の
春
雨
庵
。

　

『
寛
永
六
年
大
徳
寺
一
五
三
住
持
澤
庵
和
尚
紫
衣

事
件
に
か
ら
み
上
ノ
山
に
流
謫
、
藩
主
土
岐
頼
行
の

庇
護
の
も
と
此
の
春
雨
庵
に
三
年
居
す
』。
門
前
の
顕

碑
に
興
味
が
湧
き
、
帰
っ
て
早
々
人
歴
を
調
査
。

　

但
馬
（
兵
庫
）
出
石
の
生
ま
れ
で
天
正
十
年
十
歳
に

し
て
出
家
、
庭
掃
き
か
ら
仏
典
の
書
写
誦
唄
。
こ
の

歳
か
ら
世
外
の
身
で
あ
る
。
明
智
光
秀
が
信
長
を
本

能
寺
に
弑
し
た
年
で
あ
る
。
没
年
は
正
保
二
年
の
七

十
三
歳
。
徳
川
三
代
家
光
の
代
。
じ
つ
に
戦
国
乱
世

か
ら
江
戸
幕
府
が
固
ま
る
迄
の
生
涯
。

　

紫
衣
事
件
と
は
元
和
元
年
家
康
の
布
令
で
僧
侶
の

位
階
昇
進
の
沙
汰
は
総
て
皇
室
か
ら
幕
府
へ
移
す
と

の
通
告
に
端
を
発
す
る
。
沢
庵
が
大
徳
寺
の
住
持
に

な
っ
て
六
年
目
の
こ
と
。

　

家
康
に
扈
從
す
る
金
地
院
崇
伝
な
る
僧
が
い
て
、

住
持
の
皇
室
敕
許
権
を
も
つ
大
徳
寺
と
妙
心
寺
を
か

ね
て
か
ら
目
の
仇
に
し
て
、
二
寺
は
石
田
三
成
の
残
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党
を
今
猶
匿
ま
っ
て
い
る
と
の
讒
言
を
憚
ら
な
っ
た
。

沢
庵
は
布
告
を
半
ば
は
無
視
し
半
ば
は
隠
忍
し
て
十

三
年
を
耐
え
た
。
徳
川
二
代
秀
忠
の
寛
永
四
年
、
突

如
江
戸
か
ら
大
徳
・
妙
心
の
二
寺
に
更
に
厳
酷
な
示

達
が
降
っ
た
。

（
一
） 五
山
衆
の
紫
衣
黄
衣
は
将
軍
の
公
帖
を
有
せ
ざ

れ
ば
元
和
以
前
を
除
き
こ
の
期
後
を
許
さ
ず
。

（
二
） 各
寺
院
の
伝
奏
は
か
の
元
和
の
令
に
違
う
と
許

さ
ず
必
ず
増
上
寺
と
知
恩
院
を
経
由
す
べ
し
。

（
三
） 大
徳
・
妙
心
の
二
寺
は
「
参
禅
修
行
三
十
年
、
千

七
百
則
活
頭
を
了
畢
の
上
」
令
を
経
て
入
院
の
事
。

　

こ
の
厳
令
で
大
徳
寺
で
許
さ
れ
た
紫
衣
の
僧
十
数

名
の
う
ち
七
割
が
着
衣
を
剥
奪
さ
れ
た
。
衆
僧
達
は

大
徳
第
二
の
大
危
機
と
戦
慄
し
た
。
二
十
八
年
前
千

利
休
が
こ
の
寺
の
山
門
に
己
が
木
像
を
飾
っ
た
。
と

き
の
住
持
古
徯
和
尚
は
懐
剣
を
衣
の
裡
に
し
て
太
閤

秀
吉
に
申
し
開
き
し
た
と
い
う
。

　

憤
然
沢
庵
は
幕
府
へ
の
抗
議
書
を
綴
る
。
そ
の
文

三
千
余
語
、
辞
句
鋭
く
し
て
法
令
を
完
膚
な
き
ま
で

反
駁
翻
弄
し
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
も
読
み
易
さ
を

考
慮
し
て
か
な
混
じ
り
の
文
に
し
て
で
あ
る
。
上

書
は
京
都
所
司
代
板
倉
某
を
介
し
て
江
戸
へ
と
達
し

た
が
、
幕
僚
達
の
神
経
を
逆
撫
で
し
た
の
が
、
こ
の
か

な
混
じ
り
文
だ
っ
た
。
よ
く
ぞ
我
ら
を
文
盲
扱
い
し
た

も
の
ぞ
と
。
翌
寛
永
五
年
、
沢
庵
五
十
六
歳
江
戸
か
ら

召
喚
が
発
せ
ら
れ
た
。
彼
と
玉
室
と
名
の
る
二
僧
に
。

　

江
戸
城
本
丸
白
書
院
、
な
み
い
る
幕
閣
の
面
前
で

沢
庵
は
さ
な
が
ら
電
光
影
裏
斬
春
風
が
如
く
に
熱
血

の
弁
を
奮
っ
た
。
併
し
多
勢
に
敵
手
の
効
も
な
く
、

自
身
は
羽
州
上
ノ
山
。
玉
室
は
奥
州
棚
倉
へ
配
流
と

決
ま
っ
た
。
こ
れ
が
紫
衣
事
件
で
あ
る
。

　
　

天
分
南
北
西
鳧
飛　
　

何
日
舊
栖
同
翼
歸

　
　

聚
散
無
常
只
如
此　
　

世
情
禽
亦
有
樞
機

　

下
野
太
田
原
城
下
、
二
方
へ
の
岐
道
で
沢
庵
の
同

道
の
玉
室
へ
別
れ
の
一
偈
を
授
け
た
。
流
謫
の
三
年

が
明
け
て
三
代
家
光
の
断
を
以
て
赦
免
、
江
戸
召
還

と
な
る
。

　

上
山
城
を
訪
ね
た
と
き
筆
者
は
沢
庵
が
藩
主
土
岐

侯
に
政
治
の
要
諦
を
「
上
中
下
三
字
之
説
」
を
用
い
説

い
た
と
の
事
項
を
知
っ
た
。
老
子
の
文
辞
を
利
用
し

た
も
の
で
あ
る（
注
）
。

　

様
々
な
方
便
を
使
っ
て
彼
は
柳
生
但
馬
守
宗
矩
に

剣
と
禅
の
「
不
動
智
」
動
か
ざ
れ
ば
全
体
が
見
え
る
、

を
授
け
、
彼
の
鼻
を
明
か
し
て
や
ろ
う
と
し
た
伊
達

政
宗
に
は
茶
碗
の
瑕
の
擬
え
か
ら
政
宗
の
我
意
の
つ

よ
さ
の
虚
し
き
を
諭
し
た
。

（
注
）老
子
六
十
一
章　

大
國
者
下
流
天
下
交
也
大
者
宜
可
為
下

■
訃　

報　
　

松
田 

滋
氏　

ご
逝
去

　

 　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員
、
松
田
滋
氏
が

一
昨
年
九
月
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

詩游会会員 浜辺又八氏　陶芸サロン開催
「
陶
芸
サ
ロ
ン
遊
熙
会
展
」に
寄
せ
て

　

結
晶
釉
の
最
高
峰
と
言
わ
れ
る
国
宝
「
曜
変
天
目
茶

碗
」。
そ
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
再
現
に
挑
ん
で
二
十
五

年
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
道
半
ば
で
す
。

　

平
成
二
十
六
年
九
月
、
平
塚
美
術
館
で
展
覧
会
を
致

し
ま
し
た
。
詩
友
、
数
名
、
遠
路
お
出
で
頂
き
ま
し
た
。

大
感
謝
で
す
。
そ
の
後
の
駅
ビ
ル
で
の
懇
親
会
は
漢
詩

談
義
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

展
覧
会
の
方
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
少
し
気
に
な
り
ま

す
。
立
ち
寄
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
駅
前
の
居
酒
屋
に
一

人
、
我
々
を
待
っ
て
い
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
い

う
こ
と
も
後
日
知
り
ま
し
た
。 

（
浜
辺
又
八
記
）
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（
漢
詩
神
奈
川
一
六
号
の
続
き
）

そ
こ
で
今
度
は
芥
川
の
話
に
な
る
が
、
芥
川
は
、

お
も
し
ろ
い
こ
と
に
漱
石
が
死
ぬ
年
に
大
学
を
出
て

い
る
。
彼
は
ご
承
知
の
と
お
り
昭
和
二
年
に
自
殺
し

ま
す
か
ら
、
彼
の
人
生
は
も
っ
と
短
い
。
三
十
五
歳

で
終
わ
っ
た
ん
で
す
ね
。
し
か
し
、
彼
は
大
学
を
卒

業
す
る
こ
ろ
か
ら
文
壇
に
登
場
し
て
、
そ
れ
こ
そ

華
々
し
い
登
場
を
し
た
わ
け
ね
。
そ
れ
は
先
生
も
お

墨
つ
き
を
与
え
た
わ
け
だ
。「
あ
ん
た
み
た
い
に
や
っ

た
ら
文
壇
は
お
ま
え
さ
ん
の
も
と
に
ひ
れ
伏
す
よ
」

と
、
手
紙
で
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
ま
で
言
っ
て
い

る
わ
け
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
彼
と
し
て
は
そ
う

い
う
意
識
が
強
く
あ
っ
た
。
そ
こ
で
足
り
な
い
も
の

は
何
か
と
い
う
と
、
先
生
の
よ
う
な
漢
詩
が
足
り
な

い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
わ
け
で
す
。

と
い
う
の
は
、
こ
の
芥
川
の
こ
ろ
に
な
り
ま
す
と

学
生
は
日
常
的
に
漢
詩
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
普
通

に
や
ら
な
い
。
例
え
ば
久
米
正
雄
は
同
級
生
で
す
、

高
等
学
校
も
一
緒
で
す
け
れ
ど
も
、
久
米
正
雄
が
漢

詩
を
や
っ
た
と
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
漢

詩
と
い
う
も
の
は
特
殊
な
こ
と
に
な
り
か
け
て
い
る
。

今
日
彼
の
作
品
は
全
部
で
三
十
二
首
し
か
残
っ
て
い

な
い
。
飛
び
飛
び
に
し
か
作
っ
て
い
な
い
が
、
お
も

し
ろ
い
こ
と
に
小
説
を
一
生
懸
命
書
い
て
い
る
と
き

の
方
が
漢
詩
が
多
い
で
す
ね
。
あ
る
い
は
意
識
的
に

漱
石
先
生
の
ま
ね
を
し
よ
う
と
し
た
の
か
な
。
漱
石

先
生
も
小
説
を
書
い
て
俗
了
さ
れ
た
心
を
漢
詩
で
い

や
す
と
、
俺
も
そ
ろ
そ
ろ
そ
の
ま
ね
で
も
し
て
み
よ

う
か
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で

す
ね
。
そ
し
て
彼
も
上
海
に
行
っ
た
り
な
ん
か
し
て

見
聞
も
広
め
て
お
り
ま
す
し
、
仲
間
の
手
紙
の
端
に

そ
う
い
う
詩
を
作
っ
て
残
し
て
い
る
。

そ
こ
で
作
品
を
ち
ょ
っ
と
見
ま
し
ょ
う
ね
。
永
井

荷
風
の
話
は
ち
ょ
っ
と
後
に
し
ま
す
。

松
江
秋
夕　
　
　
　

松
江
秋
夕 

芥
川
龍
之
介　

冷
巷
人
稀
暮
月
明　

冷
巷 

人
稀
れ
に
し
て
暮
月
明
ら
か
な
り

秋
風
蕭
索
滿
空
城　

秋
風 

蕭
索
と
し
て
空
城
に
満
つ

関
山
唯
有
寒
砧
急　

関
山 

唯
だ
寒
砧
の
急
な
る
有
り

搗
破
思
郷
萬
里
情　
搗
破
す 

思
郷
万
里
の
情

「
シ
ョ
ウ
コ
ウ
」
と
い
う
の
は
松
江
で
す
。
松
江
に

親
友
が
い
た
ん
で
す
ね
。
恒
藤
恭
。
最
初
の
名
前
は

恒
藤
で
は
な
か
っ
た
け
ど
、
一
高
で
親
友
に
な
っ
た

男
な
ん
で
す
け
ど
、
恒
藤
恭
に
対
し
て
こ
の
詩
を

作
っ
て
い
る
。

な
か
な
か
手
な
れ
て
い
ま
す
よ
、
こ
れ
。
寒
々
し

い
巷
、
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
、
夕
暮
れ
の
月
が
出

て
き
た
、
秋
風
が
寂
し
く
吹
い
て　

人
気
の
な
い
町

に
満
ち
満
ち
て
い
る
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
情
景
描

写
を
し
て
い
る
。「
関
山 

唯
だ
寒
砧
の
急
な
る
有
り
」

こ
の
あ
た
り
は
唐
詩
の
ま
ね
を
し
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
も
う
こ
の
こ
ろ
砧
な
ん
か
ほ
と
ん
ど
打
た
な

か
っ
た
と
思
う
け
ど
、
砧
が
聞
こ
え
て
く
る
と
。「
搗

破
す 

思
郷
万
里
の
情
」
そ
の
砧
が
カ
ー
ン
カ
ー
ン
と

音
が
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
故
郷
を
思
う
気
持
ち
、

万
里
の
気
持
ち
が
起
こ
っ
て
く
る
と
、
こ
う
い
う
こ

と
で
、
自
分
の
、
い
わ
ゆ
る
本
当
の
感
懐
と
い
う
よ

り
は
、
こ
う
い
う
よ
う
な
詩
の
ま
ね
を
し
て
作
っ
て

い
る
と
い
う
よ
う
な
作
品
で
あ
り
ま
す
け
ど
、
形
と

し
て
は
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
お
り
ま
す
。
平
仄
も
合
っ

て
い
ま
す
。
韻
は
「
明
」「
城
」「
情
」
と
庚
韻
で
す
か
ら
、

こ
れ
は
そ
つ
な
く
作
っ
て
い
る
わ
け
。

と
こ
ろ
が
、
次
の
作
品
を
見
ま
す
。

春　

陰　
　
　
　
　

春
陰 

芥
川
龍
之
介　

似
雨
非
晴
幽
意
加　

雨
に
似
て
晴
に
非
ず　

幽
意
加
わ
る

軽
寒
如
水
入
窓
紗　

軽
寒 

水
の
ご
と
く 

窓
紗
に
入
る

室
中
永
昼
香
煙
冷　

室
中 

永
昼 

香
煙
冷
や
や
か
に

簷
角
雲
容
簾
影
斜　

簷
角
の
雲
容 

簾
影
斜
な
り

靜
処
有
詩
三
碗
酒　

静
処 

詩
有
り 

三
碗
の
酒

閑
時
無
夢
一
瓯
茶　

閑
時 

夢
無
く 

一
瓯
の
茶

春
愁
今
日
寄
何
処　

春
愁 

今
日 

何
れ
の
処
に
か
寄
せ
ん

古
瓦
楼
頭
数
朶
花　

古
瓦
楼
頭 

数
朶
の
花

七
言
律
詩
に
挑
戦
し
た
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
が
本

当
に
自
分
の
感
懐
と
い
う
よ
り
、
そ
う
い
う
形
を
何

と
か
一
生
懸
命
ま
ね
を
し
よ
う
と
、
そ
う
い
う
よ
う

な
と
こ
ろ
で
す
ね
。「
雨
に
似
て
晴
に
非
ず 

幽
意
加

わ
る
」
雨
で
も
な
け
れ
ば
晴
れ
で
も
な
い
。
そ
こ
で

何
と
な
く
悲
し
い
気
持
ち
に
な
る
。「
軽
寒 

水
の
ご

と
く 

窓
紗
に
入
る
」
薄
ら
寒
さ
が
す
っ
と
窓
に
入
っ

【
平
成
26
年
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
総
会
講
演
】
講
演
録

　  

近
代
文
人
の
漢
詩 

　
石
川 

忠
久
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て
き
た
。「
室
中 

永
昼 

香
煙
冷
や
か
に 

簷
角
の
雲

容 

簾
影
斜
な
り
」
こ
れ
な
ん
か
も
な
か
な
か
言
葉
は

お
も
し
ろ
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
言
っ
て
い
る
こ
と

は
何
と
い
う
こ
と
な
い
、
部
屋
の
中
は
昼
な
の
に

「
香
煙
冷
や
か
に
」
と
い
う
か
ら
香
か
何
か
た
い
て
い

る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
。
そ
し
て

「
簷
角
の
雲
容
」
窓
の
外
に
は
雲
が
見
え
る
。「
簾
影
斜

な
り
」
こ
れ
な
ん
か
詩
語
集
か
何
か
か
ら
持
っ
て
き

て
は
め
た
と
い
う
。「
静
処 
詩
有
り 

三
碗
の
酒
」
う

ま
い
、
こ
こ
は
、
な
か
な
か
。「
古
瓦
楼
頭 

数
朶
の

花
」「
閑
時 

夢
無
く 

一
瓯
の
茶
」
酒
と
茶
を
歌
っ
て

い
る
。
こ
れ
な
ん
か
は
ち
ゃ
ん
と
三
碗
の
酒
、
一
瓯

の
茶
と
い
っ
て
対
句
の
場
合
も
悪
く
な
い
が
、
厳
密

に
言
う
と
酒
は
杯
と
い
う
け
ど
、
あ
ん
ま
り
碗
と
は

言
わ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
程
度
は
ど
う
と
い
う
こ

と
は
な
い
。「
春
愁 

今
日 

何
れ
の
処
に
か
寄
せ
ん 

古
瓦
楼
頭 

数
朶
の
花
」
こ
の
あ
た
り
は
よ
い
目
で
見

る
と
お
も
し
ろ
い
感
覚
か
な
と
は
思
い
ま
す
ね
。
春

愁
と
い
う
こ
と
で
う
た
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け
ど
、

古
い
瓦
の
葺
い
た
高
殿
の
と
こ
ろ
に
数
朶
の
花
が
見

え
る
と
い
う
結
末
が
お
も
し
ろ
く
は
あ
る
な
。

で
す
か
ら
、
彼
は
こ
う
い
う
形
を
勉
強
し
て
、
も

し
こ
れ
を
ず
っ
と
磨
い
て
い
け
ば
、
あ
る
い
は
少
し

物
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
作
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
ど
、
彼
は
そ
れ
ほ
ど
熱
中
し
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

生
涯
に
三
十
二
首
し
か
作
っ
て
い
な
い
ん
で
す
か
ら
、

作
ら
な
い
時
は
全
く
作
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ

の
世
代
に
な
り
ま
す
と
、
漢
詩
は
よ
く
て
こ
の
程
度

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
同
級
生
で
親
友
で
あ
る
久
米

正
雄
な
ど
に
は
全
く
こ
う
い
う
こ
と
は
見
か
け
な
い
。

ま
た
菊
池
寛
も
同
級
生
で
す
け
ど
、
菊
池
寛
は

ち
ょ
っ
と
年
長
で
す
、『
文
藝
春
秋
』
を
作
っ
た
人
で

あ
り
ま
す
け
ど
、
漢
詩
の
話
は
聞
き
ま
せ
ん
な
。

そ
れ
か
ら
彼
ら
よ
り
少
し
先
輩
に
な
る
安
倍
能
成

と
か
阿
部
次
郎
と
か
小
宮
豊
隆
と
か
、
こ
れ
は
大
体

明
治
十
年
代
の
生
ま
れ
で
す
け
ど
、
ド
イ
ツ
と
か
フ

ラ
ン
ス
の
匂
い
が
ぷ
ん
ぷ
ん
す
る
け
ど
、
し
か
し
、

漢
詩
の
匂
い
は
全
然
し
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
い
わ

ゆ
る
大
学
、
こ
の
連
中
は
―
―
連
中
と
言
っ
ち
ゃ
悪

い
な
、
こ
の
方
々
が
（
笑
）
大
学
に
入
っ
た
こ
ろ
は

ち
ょ
う
ど
明
治
三
十
年
代
の
、
さ
っ
き
言
っ
た
こ
う

い
う
時
代
で
す
。
で
す
か
ら
富
国
強
兵
と
い
う
よ
う

な
社
会
の
風
潮
の
中
で
欧
米
風
の
学
問
を
身
に
つ
け

た
超
エ
リ
ー
ト
、
そ
う
い
う
立
場
で
し
ょ
う
。
だ
か

ら
彼
ら
に
は
漢
詩
の
匂
い
は
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
芥
川
は
、
ち
ょ
っ
と
後
輩
に
な
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
文
人
の
世
界
に
入
っ
た
。

文
人
の
世
界
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
お
師
匠
さ
ん

で
あ
る
夏
目
漱
石
に
近
づ
こ
う
と
、
こ
う
い
う
意
識

が
働
い
た
か
な
。
し
か
し
、
悲
し
い
か
な
、
お
師
匠
さ

ん
ほ
ど
の
根
底
が
な
い
。
根
底
が
な
い
か
ら
続
か
な

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
も
し
お
師
匠
さ
ん
ほ
ど
の
根
底

が
あ
っ
た
ら
、
お
も
し
ろ
い
詩
人
に
な
り
得
た
と
思

う
が
、
し
か
し
、
時
代
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
芥

川
が
ち
ょ
う
ど
卒
業
し
た
大
正
五
年
、
大
正
六
年
に

は
す
べ
て
の
商
業
新
聞
か
ら
漢
詩
な
ん
か
消
え
た
と

い
う
、
そ
う
い
う
時
代
に
遭
遇
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、

こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
彼
が
も
し
五
十
歳
ま
で

生
き
た
ら
ど
う
だ
っ
た
か
と
考
え
ま
す
け
ど
、
し
か

し
、
も
う
既
に
時
代
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
。

そ
の
次
に
中
島
敦
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
中
島

敦
は
も
っ
と
若
い
。
明
治
四
十
二
年
生
ま
れ
。
彼
が

学
校
に
入
っ
て
大
学
を
出
た
の
は
昭
和
に
な
っ
て
か

ら
で
す
か
ら
、
昭
和
十
七
年
に
三
十
三
歳
で
死
ん

じ
ゃ
う
。
随
分
若
い
で
す
ね
。
戦
争
中
で
す
け
ど
。
し

か
し
、
今
、
中
学
や
高
校
の
教
科
書
に
『
人
虎
伝
』
の

あ
れ
だ
と
か
必
ず
出
て
い
る
で
し
ょ
う
。
相
当
立
派

な
仕
事
残
し
て
い
ま
す
ね
。
彼
も
漢
詩
を
残
し
て
い

る
。
こ
れ
が
お
も
し
ろ
い
。
彼
の
漢
詩
は
現
在
、
三
十

七
首
残
っ
て
い
る
。

中
島
敦
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
漢
学
者
の
家
に
生

ま
れ
て
い
る
。
お
じ
い
さ
ん
は
中
島
撫
山
と
い
っ
て

埼
玉
県
の
ほ
う
の
有
名
な
漢
学
者
で
す
。
で
す
か
ら
、

そ
の
点
で
は
正
岡
子
規
に
似
て
い
る
。
正
岡
子
規
の

よ
う
に
家
庭
の
環
境
は
よ
く
似
て
い
る
が
、
し
か
し
、

既
に
時
代
が
違
う
。
彼
が
生
ま
れ
た
明
治
四
十
二
年

と
い
う
の
は
学
校
制
度
が
も
ち
ろ
ん
整
備
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
現
代
的
な
学
校
教
育
を
受

け
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
も
し
お
じ

い
さ
ん
で
も
生
き
て
い
て
、
そ
の
薫
陶
で
も
受
け
る

機
会
が
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
も
う
既
に
と
う
に
亡
く

な
っ
て
い
る
人
で
す
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
も
な
い
。

ま
た
家
庭
環
境
だ
っ
て
、
お
父
さ
ん
に
そ
う
い
う
こ

と
を
仕
込
ま
れ
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
学
校
教
育
だ
け
で
身
に
つ
け
た
漢
学
の
素

養
、
知
識
と
い
っ
た
も
の
し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
す

ね
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
が
こ
の
若

い
一
生
の
間
に
三
十
数
首
で
も
漢
詩
を
残
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
こ
れ
は
特
殊
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
と

い
う
の
は
、
や
は
り
彼
の
意
識
の
中
で
自
分
は
漢
学
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者
の
家
に
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
強
く
意
識

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
、
今
日

残
っ
て
い
る
『
李
陵
』
と
か
あ
あ
い
う
よ
う
な
歴
史
小

説
を
書
い
た
ば
ね
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

彼
は
横
浜
の
女
学
校
に
勤
め
た
。
今
の
何
高
校
に
な

る
ん
で
す
か
ね
。
横
浜
高
女
と
書
い
て
あ
る
け
れ
ど

も
、
今
も
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
そ
の
横

浜
の
漢
文
の
先
生
で
は
な
く
て
国
語
の
先
生
と
し
て

彼
は
勤
め
た
。
そ
の
こ
ろ
の
女
学
校
に
し
ろ
中
学
校

に
し
ろ
程
度
が
高
か
っ
た
で
す
か
ら
、
大
体
教
員
は

東
大
と
か
そ
う
い
う
の
を
出
た
の
が
半
分
ぐ
ら
い
い

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
今
の
高
校
な
ん
か
と
は
全
然

違
い
ま
す
け
ど
、
そ
う
い
う
中
に
入
っ
て
、
あ
る
程

度
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
自
分
の

意
識
と
し
て
は
、
や
は
り
漢
学
者
に
生
ま
れ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
こ
う
い

う
題
材
を
発
見
し
、
ま
た
日
常
生
活
で
漢
詩
を
作
っ

て
み
よ
う
と
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
、
こ
の
作
品
を
見
ま
す
と
、
ど
う
で
す
か
、

「
早
春 

利
根
川
を
下
る 

二
首
」。
こ
れ
は
昭
和
十
三

年
に
作
っ
た
も
の
で
す
。
昭
和
十
三
年
は
一
九
三
八

年
、
し
た
が
っ
て
、
ま
だ
三
十
歳
に
な
ら
な
い
。
彼
は

一
九
〇
九
年
生
ま
れ
で
す
か
ら
三
十
歳
に
な
ら
な
い
。

利
根
川
下
り
の
作
品
で
あ
り
ま
す
が
、
水
の
上
に
黄

昏
が
来
て
い
る
。
雨
が
降
り
そ
う
な
空
。
春
寒
の
中

に
病
気
を
抱
え
て
川
を
下
る
。
こ
れ
は
彼
は
非
常
に

死
ぬ
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
ぜ
ん
そ
く
持
ち
だ
っ
た

で
す
か
ら
、
ぜ
ん
そ
く
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
詩
人
の
無
病
呻
吟
に
苦
し
ん

だ
の
か
も
わ
か
ら
ん
。

「
春
寒
に
病
を
抱
き
て 

長
川
を
下
る
」
葦
と
か
菰

と
か
、
こ
う
い
っ
た
も
の
が
ま
だ
萌
え
出
さ
な
い
。

鳧
鴨
も
稀
で
あ
る
。
鴨
も
稀
で
あ
る
。「
中
国
で
、
い

わ
ゆ
る
江
南
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の

江
南
の
川
あ
る
い
は
湖
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
美

し
い
船
を
浮
か
べ
て
遊
ぶ
、
そ
う
い
う
も
の
と
は
全

く
違
う
」
と
、
こ
う
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
わ
け
。

早
春
下
利
根
川　
　

早
春　

利
根
川
を
下
る

　
　
　

二
首　

其
一 

中
島　

敦　

水
上
黄
昏
欲
雨
天　

水
上
の
黄
昏 

雨
ふ
ら
ん
と
欲
す
る
の
天

春
寒
抱
病
下
長
川　

春
寒
に
病
を
抱
き
て 

長
川
を
下
る

菰
荻
未
萌
鳧
鴨
罕　

菰
荻
未
だ
萌
え
ず 

鳧
鴨
罕
な
り

不
似
江
南
旧
画
船　

江
南
の
旧
画
船
に
似
ず

　
　
　

其
二

淼
洋
濁
水
廻
長
坡　

淼
洋
た
る
濁
水 

長
坡
を
廻
り

薄
暮
扁
舟
客
思
多　

薄
暮
の
扁
舟 

客
思
多
し

春
寒
料
峭
催
冰
雨　

春
寒
料
峭
と
し
て 

冰
雨
を
催
し

荻
枯
洲
渚
少
游
鵝　

荻
枯
れ
た
る
洲
渚 

游
鵝
少
な
し

「
「
江
南
の
旧
画
船
に
似
ず
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
題
材
が
お
も
し
ろ
い
と
思
う
。
題
材
が
利
根
川

を
下
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
ど
、
最
後
の

「
江
南
の
旧
画
船
に
似
ず
」
と
い
う
言
い
方
に
よ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
船
遊
び
を
現
代
化
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
て
、
題
材
が
お
も
し
ろ
い
か
な
と
。

し
か
し
、
平
仄
の
具
合
が
よ
く
な
い
で
す
ね
。
平
仄

の
具
合
が
悪
い
。
第
二
句
は
よ
い
が
、
第
三
句
が
悪

い
。「
菰
荻
未
だ
萌
え
ず 

鳧
鴨
罕
な
り
」
ま
た
「
不
似

江
南
旧
画
船
」。
し
か
し
、
こ
れ
だ
と
、
例
の
拗
体
に

も
な
っ
て
い
な
い
わ
け
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
こ
れ

は
完
全
に
平
仄
の
具
合
が
悪
い
。
ま
だ
技
量
的
に
絶

句
を
十
分
に
使
い
こ
な
す
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い
な

い
。其

二
も
平
仄
の
具
合
が
よ
く
な
い
。
こ
の
二
首
は

彼
が
ま
だ
昭
和
十
三
年
と
い
う
と
三
十
歳
に
な
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
よ
う
な
ま
ね
を
し
て
、

こ
う
い
う
世
界
に
遊
ぼ
う
と
い
う
、
そ
う
い
っ
た
よ

う
な
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
次
の
詩
の
ほ
う
は
、
少
し
深
刻
と
い
う
か
、

深
い
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

無
題　
　
　
　
　
　

無
題 

中
島　

敦　

韶
光
已
遍
柳
糸
長　

韶
光
已
に
遍
く 

柳
糸
長
し

四
月
庭
除
気
正
爽　

四
月
の
庭
除 

気 

正
に
爽
か
な
り

紅
紫
好
薫
風
信
子　

紅
紫 

好
薫
の
風
信
子

朱
黄
奪
目
鬱
金
香　

朱
黄 

目
を
奪
う　

鬱
金
香

花
英
絢
爛
如
濃
抹　

花
英
は
絢
爛
と
し
て 

濃
抹
の
如
く

嫩
緑
蒼
蒼
似
淡
粧　

嫩
緑
は
蒼
々
と
し
て 

淡
粧
に
似
た
り

誰
謂
此
家
無
一
物　

誰
か
謂
う 

此
の
家 

一
物
無
し
と

万
金
芬
郁
満
茅
堂　

万
金
の
芬
郁 

茅
堂
に
満
て
り

「
紅
紫 

好
薫
の
風
信
子
」
こ
れ
は
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の

こ
と
。「
朱
黄 

目
を
奪
う 

鬱
金
香
」
こ
れ
は
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
こ
と
。
さ
て
こ
れ
を
見
ま
す
と
、
七
言
律

詩
の
格
好
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
句
を
ご
ら

ん
な
さ
い
。
第
二
句
の
韻
は
、
こ
れ
は
平
韻
で
は
な

い
、
平
字
で
は
な
い
。「
爽
」
と
い
う
字
は
仄
字
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
韻
に
な
っ
て
い
な
い
の
ね
。
韻
を
間
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違
え
て
い
る
。
韻
を
間
違
え
て
い
る
と
い
う
の
は
、

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
よ
く
な
い
な
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、

深
刻
な
歌
を
歌
お
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

形
の
上
で
ま
だ
で
き
て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
、
二  

つ
ぐ
ら
い
紹
介
し
て
言
っ
ち
ゃ
悪
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、

中
島
敦
の
漢
詩
は
ま
だ
ま
だ
も
の
に
な
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
と
い
う
の
は
彼
の
家
は
確
か

に
漢
学
者
の
家
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
彼
が
育
っ

た
時
代
は
大
正
の
末
か
ら
昭
和
の
初
め
。
し
た
が
っ

て
、
芥
川
と
か
、
か
な
り
そ
の
先
の
人
た
ち
と
は
全

然
違
う
と
い
う
こ
と
で
、
さ
し
も
の
漢
学
者
の
末
裔

も
ま
だ
勉
強
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

た
だ
、
今
日
ま
だ
芥
川
や
中
島
敦
の
研
究
は
十
分

で
な
い
。
こ
れ
は
既
に
本
が
出
て
い
ま
す
け
ど
、

言
っ
ち
ゃ
悪
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
本
を
書
い
た
人
は
、

あ
ま
り
漢
学
の
知
識
が
な
い
。
や
は
り
漢
文
を
勉
強

し
た
専
門
家
が
見
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す

ね
。
こ
の
分
野
は
国
文
学
者
に
任
せ
て
お
け
ま
せ
ん
。

国
文
学
者
で
は
無
理
で
す
ね
。
今
の
国
文
学
者
は
漢

文
を
や
り
ま
せ
ん
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
す
。
で
す
か

ら
、
こ
れ
か
ら
若
い
学
徒
が
、
漢
文
を
勉
強
し
た
学

徒
が
こ
う
い
う
も
の
を
改
め
て
取
り
上
げ
て
正
当
な

る
評
価
を
し
、
こ
れ
が
ど
う
い
う
位
置
に
あ
る
か
と

い
う
こ
と
を
も
う
ち
ょ
っ
と
詰
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
ね
。

永
井
荷
風
は
明
治
十
二
年
生
ま
れ
。
こ
れ
は
奇
し

く
も
大
正
天
皇
と
同
年
で
す
。
大
正
天
皇
と
同
じ
年
。

大
正
天
皇
は
大
正
十
五
年
に
亡
く
な
っ
た
け
ど
、
こ

の
人
は
昭
和
三
十
何
年
ま
で
生
き
て
い
た
。
八
十
歳

ま
で
生
き
て
い
た
人
で
す
ね
。
こ
れ
は
手
練
。
な
か
な

か
手
練
。
手
練
と
い
う
の
は
褒
め
て
い
る
ん
で
す
よ
。

つ
ま
り
彼
の
お
父
さ
ん
は
永
井
禾
原
と
い
っ
て
有
名

な
漢
詩
人
で
す
。
お
母
さ
ん
は
鷲
津
毅
堂
の
娘
で
す
。

尾
張
一
宮
。
尾
張
一
宮
と
い
え
ば
森
春
濤
も
尾
張
一

宮
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
江
戸
の
末
期
か
ら
明
治
に

か
け
て
は
名
古
屋
近
辺
は
非
常
に
あ
れ
が
高
か
っ
た
。

た
く
さ
ん
の
詩
人
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
主

な
も
の
が
森
春
濤
と
鷲
津
益
斎
、
鷲
津
益
斎
の
息
子

が
鷲
津
毅
堂
で
す
。
鷲
津
毅
堂
の
娘
が
永
井
禾
原
と

結
婚
し
て
永
井
荷
風
が
生
ま
れ
て
い
る
わ
け
。
だ
か

ら
血
統
的
に
は
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

し
か
し
彼
は
親
に
反
発
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
慶
応
大

学
に
行
っ
て
、
あ
と
は
漢
学
の
世
界
か
ら
す
っ
か
り

足
を
洗
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
方
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
結

局
、
半
端
な
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
永
井
荷
風
の

作
品
も
今
は
三
十
三
首
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

墨
上
春
遊　
　
　
　

墨
上
春
遊 

永
井
荷
風　

黄
昏
転
覚
薄
寒
加　

黄
昏
転
た
覚
ゆ
薄
寒
の
加
わ
る
を

載
酒
又
過
江
上
家　

酒
を
載
せ
て
又
過
ぐ
江
上
の
家

十
里
珠
簾
二
分
月　

十
里
の
珠
簾 

二
分
の
月

一
湾
春
水
満
堤
花　

一
湾
の
春
水 

満
堤
の
花

「
黄
昏
転
た
覚
ゆ
薄
寒
の
加
わ
る
を 

酒
を
載
せ
て

又
過
ぐ
江
上
の
家 

十
里
の
珠
簾 

二
分
の
月
」
し
ゃ

れ
て
い
る
ぞ
。「
一
湾
の
春
水 

満
堤
の
花
」。
こ
れ
、

し
ゃ
れ
過
ぎ
て
い
る
。
う
ま
い
も
ん
だ
な
。
手
練
だ

な
。
こ
の
作
品
な
ん
か
見
た
ら
清
朝
の
嘉
道
の
風
。

嘉
慶
・
道
光
、
嘉
道
の
風
。
嘉
慶
と
い
う
年
号
が
あ
る
。

道
光
と
い
う
年
号
が
あ
る
。
嘉
道
。
十
九
世
紀
の
初

め
、
半
ば
ご
ろ
ま
で
嘉
道
の
風
。
そ
の
前
が
乾
嘉
の

風
と
い
っ
た
。
乾
隆
・
嘉
慶
で
乾
嘉
の
風
、
そ
し
て
嘉

慶
・
道
光
で
嘉
道
の
風
と
い
う
ん
で
す
ね
。
こ
う
い

う
詩
で
す
。
し
ゃ
れ
た
味
の
、
非
常
に
滑
ら
か
な
味
。

こ
れ
は
そ
っ
く
り
と
い
う
か
、
よ
く
勉
強
し
て
い
る
。

だ
れ
で
も
こ
う
い
う
の
を
作
る
の
で
特
殊
な
個
性
と

い
う
の
は
な
い
で
す
ね
。
言
葉
の
あ
や
が
お
も
し
ろ

い
。「
十
里
の
珠
簾 

二
分
の
月
」
こ
れ
な
ん
か
も
ち
ゃ

ん
と
押
さ
え
て
い
る
。

上
帰
航
日　
　

帰
航
に
上
る
日

　

愁
然
有
作　
　

愁
然
と
し
て
作
る
有
り

永
井
荷
風　

画
舫
清
宵
載
酒
行　

画
舫
清
宵 

酒
を
載
せ
て
行
く

幾
旬
無
頼
滞
江
城　

幾
旬
無
頼 

江
城
に
滞
る

可
憐
今
日
申
江
水　

憐
む
可
し 

今
日
の
申
江
水

送
我
又
為
嗚
咽
声　

我
を
送
り
て
ま
た
嗚
咽
の
声
を
為
す

永
井
荷
風
は
中
国
旅
行
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

も
っ
と
も
芥
川
も
し
て
い
ま
す
け
ど
、
先
ほ
ど
ご
紹

介
し
た
詩
に
は
中
国
の
影
響
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

申
江
と
い
う
の
は
黄
浦
江
の
こ
と
で
す
、
上
海
を
流

れ
る
。
上
海
に
川
が
流
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
黄
浦

江
。
な
ぜ
申
江
と
言
う
か
と
い
う
と
、
昔
、
あ
の
辺
は

楚
の
国
だ
っ
た
。
楚
に
春
申
君
と
い
う
人
が
い
た
。

戦
国
四
君
と
い
っ
て
四
人
の
王
子
が
食
客
三
千
人
を

抱
え
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
春
申
君
。
そ
の

春
申
君
の
春
申
を
と
っ
て
春
申
江
と
い
う
ん
で
す
、

し
ゃ
れ
て
。
そ
れ
で
略
し
て
申
江
と
言
い
ま
す
。
上
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海
の
黄
浦
江
の
こ
と
。「
憐
む
可
し 

今
日
の
申
江
水 

我
を
送
り
て
ま
た
嗚
咽
の
声
を
為
す
」
し
ゃ
れ
て
い

る
な
、
こ
れ
。

も
し
、
こ
の
人
が
漢
詩
の
世
界
に
入
っ
た
ら
相
当

な
詩
を
作
り
得
た
と
思
う
。
し
か
し
、
作
る
気
が
な

か
っ
た
。
親
父
に
反
発
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
世

界
な
ん
か
御
免
こ
う
む
る
と
。
し
か
し
、
ひ
ょ
っ
と

出
て
く
る
。
ひ
ょ
っ
と
出
て
く
る
と
結
構
手
練
で
す

か
ら
上
手
な
詩
を
作
っ
て
い
る
。
彼
は
明
治
十
二
年

で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
さ
っ
き
言
っ
た
家
庭
環
境

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
時
代
が
前
で
す
ね
。
彼
の

漢
詩
と
し
て
の
環
境
は
少
し
前
。
し
た
が
っ
て
、
も

し
彼
が
一
生
懸
命
作
っ
た
ら
、
そ
う
だ
な
、
国
分
青

崖
と
は
い
か
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
近
づ
く
よ
う

な
こ
と
が
で
き
た
か
も
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
。
文
才

も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
ら
ね
。
こ
れ
は
「
れ
ば
、
た

ら
」
で
す
か
ら
あ
ま
り
意
味
は
な
い
け
れ
ど
も
、
彼

は
実
際
に
は
こ
う
い
う
詩
を
作
る
力
が
あ
っ
て
も
発

揮
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
だ
話
し
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
け

ど
、
き
ょ
う
は
こ
の
五
人
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
時
代
に
よ
っ
て
本
人
の
意
識
や
環
境
や
物

が
違
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
作
品
を
見
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。
ま
だ
こ
れ
以
外
に
も
文
人

と
し
て
漢
詩
を
残
し
た
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
い
う
も
の
も
発
掘
し
て
、
そ
し
て
よ
く
勉
強
し

て
、
そ
の
流
れ
を
ず
っ
と
た
ど
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
大
事
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
ま
と
ま
ら
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
今
日

は
こ
の
ぐ
ら
い
で
。（
拍
手
） 

（
文
責　

三
村
公
二
）

蔵
書
ご
寄
贈
再
度
の
お
願
い
！

　

先
の
会
報
で
漢
詩
関
連
蔵
書
の
ご
寄
贈
を
お
願

い
し
、
三
月
六
日
の
サ
ー
ク
ル
交
流
会
（
バ
ト
ル

甲
子
園
）
会
場
で
そ
の
頒
布
会
を
行
う
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
バ
ト
ル
甲
子
園
の
時
は
頒
布
の
時

間
が
取
れ
な
い
事
が
分
り
ま
し
た
の
で
予
定
を
変

更
し
、
五
月
の
総
会
の
時
に
実
施
す
る
事
に
い
た

し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
会
員
の
皆
様
方
（
特
に
ベ
テ
ラ

ン
の
会
員
の
皆
様
）
の
お
宅
に
眠
っ
て
い
る
漢
詩

関
連
蔵
書
の
ご
寄
贈
を
再
度
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ご
寄
贈
は
一
冊
、
二
冊
で
も
結
構
で
す
。
荷

物
が
多
い
場
合
は
着
払
い
で
お
願
い
し
ま
す
。
尚
、

本
の
リ
ス
ト
は
弊
方
で
作
成
い
た
し
ま
す
。

一
、 

ご
寄
贈
頂
く
本
を
左
記
宛
に
２
月
末
ま
で
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。

 

〒
２
１
５
─

０
０
１
７

 

　

川
崎
市
麻
生
区
王
禅
寺
西
２
─

19
─

３

 

　
　

三
村 

公
二
宛

 

電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
４
─

９
６
５
─

４
９
５
０

二
、 

頒
布
は
総
会
の
日
の
午
前
中
に
実
施
い
た
し

ま
す
。
総
会
の
ご
案
内
を
差
し
上
げ
る
時

（
四
月
初
）
に
ご
寄
贈
頂
い
た
だ
い
た
頒
布
予

定
の
本
の
全
リ
ス
ト
と
そ
の
他
詳
細
を
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
ご
期
待
下
さ
い

●
初
心
者
入
門
講
座（
第
九
期
生
）開
催

・
全
六
回

　
　

第
一
回　

四
月
九
日（
木
）

　
　

第
二
回　

四
月
二
十
四
日（
金
）

　
　

第
三
回　

五
月
十
四
日（
木
）

　
　

第
四
回　

五
月
二
十
九
日（
金
）

　
　

第
五
回　

六
月
十
一
日（
木
）

　
　

第
六
回　

七
月
九
日（
木
）

・
場
所　

神
奈
川
県
近
代
文
学
館

・
時
間　

午
後
一
時
〜
四
時

・
申
し
込
み（
先
着
四
十
名
）

 

〒
２
１
５
─

０
０
１
７

 

　

川
崎
市
麻
生
区
王
禅
寺
西
２
─

19
─

３

 

　
　

三
村 

公
二
宛

 
電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
４
─

９
６
５
─

４
９
５
０

　

お
知
り
合
い
の
方
を
誘
っ
て
下
さ
い
。

●
春
の
研
修
会

　
　

第
一
回　
　

六
月
三
日（
水
）

　
　

第
二
回　
　

六
月
九
日（
火
）

　
　

第
三
回　
　

六
月
二
三
日（
火
）

・
場
所　

神
奈
川
県
近
代
文
学
館

・
時
間　

午
後
一
時
〜
四
時

・
申
し
込
み

　

総
会
開
催
案
内
に
同
封
す
る
投
稿
用
紙
に
て

・
締
切　

五
月
中
旬（
開
催
日
に
よ
り
異
な
る
）

　

多
く
の
方
々
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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